
（
序
）
　
田
部
家
た
た
ら
製
鉄
業
史
の
概
要

相
　
良
　
英
　
輔

一
戦
国
時
代
の
田
部
家

現
在
田
郡
家
の
由
来
に
つ
い
て
、
比
較
的
信
憑
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
『
国
乃
礎
後
編
』
に
含
ま
れ
て
い
る
田
郡
家
の
　
「
来
歴
」
　
で
あ
る
。

『
国
乃
礎
』
は
、
明
治
二
十
五
年
と
同
二
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
華
族
列
伝
　
国
乃

礎
』
（
三
編
、
三
冊
）
　
と
明
治
二
十
七
年
と
同
二
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
乃
礎

後
編
』
（
二
編
、
二
冊
）
　
か
ら
な
っ
て
い
る
。
『
国
乃
礎
後
編
』
で
は
、
明
治
二
十
七

年
十
月
か
ら
二
十
八
年
二
月
ま
で
に
勅
撰
議
員
あ
る
い
は
多
額
納
税
者
議
員
で
あ
っ

た
者
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
各
家
の
来
歴
は
、
主
に
爵
位

局
と
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
て
い
る
履
歴
書
の
写
し
で
あ
る
。
平
成
三
年
社
団
法
人
霞

会
館
が
本
書
を
復
刻
し
た
こ
と
に
よ
り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

田
部
家
の
明
治
三
十
一
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
の
『
旧
記
』
に
は
貴
族
院
議
員

田
部
長
右
衛
門
の
来
歴
と
し
て
こ
の
　
「
国
乃
礎
後
編
」
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
山
田

盛
太
郎
氏
は
、
「
田
部
家
の
遠
祖
が
現
住
地
＝
吉
田
村
に
土
着
し
た
の
は
文
永
年
間

（
一
二
六
四
）
　
で
、
同
家
の
鉄
山
創
業
が
寛
正
年
間
（
一
四
六
〇
）
、
こ
れ
は
松
江
藩

主
松
平
氏
入
部
の
と
き
　
（
寛
永
十
五
年
、
一
六
三
八
）
　
よ
り
も
遥
か
以
前
の
こ
と
に

属
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
　
（
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』
一
九
六
〇
年
）
。
こ
れ
は

『
国
乃
礎
後
編
』
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
『
国
乃
礎
後
編
』
に
あ
る
田
部

長
右
衛
門
家
の
由
来
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

『
国
乃
礎
後
編
』
は
、
田
部
家
の
祖
先
に
つ
い
て
「
出
雲
国
屋
裏
郷
ノ
少
領
ク
リ
、

子
孫
世
々
出
雲
二
居
ル
、
其
孫
安
西
入
道
文
永
年
中
飯
石
郡
吉
田
ノ
邑
二
住
シ
、
専

ラ
観
音
ヲ
念
シ
、
時
人
西
亭
殿
ト
称
ス
」
と
あ
る
。
田
部
家
明
治
三
十
一
年
「
旧
記
」

に
登
場
す
る
「
田
郡
家
元
祖
　
彦
左
衛
門
」
は
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
一
才
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
『
国
乃
礎
後
編
』
　
で
は
、
安
西
入
道
の
系
譜
を
引
く
「
熊
野
ノ

別
当
田
部
湛
増
ノ
孫
、
田
辺
隼
人
正
、
鎌
倉
山
内
家
周
藤
三
良
通
資
二
仕
へ
テ
家
長

ク
リ
」
と
い
う
。
山
内
周
藤
通
資
の
遠
祖
は
「
い
わ
ゆ
る
西
遷
地
頭
で
、
正
和
五
年

じ

び

の

し

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

）

（
一
三
一
六
）
相
模
国
か
ら
備
後
地
昆
荘
の
地
頭
と
し
て
移
住
し
た
」
。
惣
領
山
内
通

し
と
み
や
ま
じ
ょ
う

資
は
、
初
め
本
拠
を
蔀
山
城
（
広
島
県
庄
原
市
高
野
町
）
　
に
置
い
た
が
、
の
ち
甲

山
城
（
庄
原
市
）
　
に
移
り
、
蔀
山
城
は
弟
通
俊
の
系
統
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
通
俊
流
は
多
賀
山
氏
を
称
す
る
。
「
蔀
山
城
の
所
在
す
る
地
毘
荘
多
賀
村

は
、
鉄
の
生
産
地
と
し
て
総
領
山
内
氏
の
重
視
し
た
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
賀
山

「
り
ー
し

氏
の
一
族
内
に
お
け
る
地
位
は
高
か
っ
た
」
。
多
賀
山
は
「
タ
カ
ノ
ヤ
マ
」
と
呼
ん

だ
と
も
い
わ
れ
、
近
世
の
軍
記
物
に
「
高
野
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『
国
乃
礎
後
編
』
に
よ
る
と
、
蔀
山
に
居
城
し
た
山
内
通
資
は
鶴
岡
八
幡

宮
を
高
野
山
に
勧
請
し
、
田
部
隼
人
正
は
そ
の
奉
行
を
勤
め
た
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
修
島
根
県
史
』
年
表
篇
で
は
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
「
田
部

通
政
、
毛
利
方
と
し
て
出
雲
来
島
に
て
軍
功
あ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と

「

へ

J

」

し
て
、
同
史
料
篇
（
古
代
・
中
世
）
　
に
「
田
部
家
文
書
」
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
田

郡
民
へ
文
書
を
発
給
し
た
主
体
に
つ
い
て
、
『
新
修
島
根
県
史
』
資
料
篇
は
周
藤
氏

と
し
て
い
る
が
、
井
上
寛
司
氏
は
、
山
内
周
藤
家
の
庶
流
多
賀
山
氏
と
す
べ
き
で
あ

（4）

る
と
主
張
し
て
い
る
。
井
上
氏
の
主
張
に
従
う
な
ら
ば
、
「
多
賀
山
氏
は
山
内
周
藤

氏
の
庶
家
と
し
て
、
本
宗
家
の
領
主
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
山

内
氏
が
備
後
比
婆
郡
地
方
の
み
な
ら
ず
、
室
町
中
期
か
ら
は
隣
接
の
出
雲
仁
多
郡
に

お
い
て
、
横
田
庄
代
官
職
や
馬
木
郷
内
の
所
職
等
を
取
得
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
多

「
．
J
」

賀
山
氏
も
そ
れ
に
随
っ
て
奥
出
雲
方
面
に
進
出
し
た
ら
し
い
」
。
そ
し
て
永
禄
六
年

か

け

や

ご

う

（
一
五
六
三
）
多
賀
山
通
定
は
、
堀
江
左
近
丞
、
井
上
八
郎
右
衛
門
尉
に
懸
合
郷
殿

河
内
の
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
貫
前
の
地
を
、
田
辺
宗
左
衛
門
尉
に
懸
合
郷
坂
本
村
の

TD．、

内
で
一
貫
前
の
地
を
新
給
と
し
て
宛
て
行
っ
て
い
る
。

「
多
賀
山
氏
の
飯
石
郡
内
に
お
け
る
支
配
地
は
、
頓
原
町
北
部
か
ら
三
刀
屋
町
南



丁
こ

部
に
及
び
、
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
中
心
拠
点
と
し
て
、
掛
合
の
日
倉
城
が
築
か
れ
た
」

と
い
う
。

（8）

岸
田
裕
之
氏
は
講
演
で
多
賀
山
氏
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
多
賀
山
氏
は
、
蔀
山
城
を
居
城
と
し
、
「
大
内
氏
と
尼
子
氏
の
間
で
揺
れ
動

い
た
い
わ
ゆ
る
境
目
の
国
衆
」
　
で
、
そ
の
領
域
は
現
在
の
島
根
県
槙
田
町
八
川
・
掛

合
町
・
三
刀
屋
町
辺
り
ま
で
及
ん
で
い
た
。
そ
し
て
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
　
に
は
、

尼
子
氏
に
抵
抗
し
て
居
城
を
攻
略
さ
れ
た
。
木
村
信
幸
氏
は
こ
の
説
に
同
調
し
、
多

賀
山
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格
を
「
山
内
首
藤
氏
の
庶
家
筆
頭
」
　
で
は
な
く
、
独
立

性
の
強
い
　
「
国
衆
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
永
禄
四
年
と
同
六
年
の
史
料
に
登
場
す
る
田
辺
宗
左
衛
門
尉
は
、
『
国
乃
礎

後
編
』
の
田
部
長
右
衛
門
の
項
に
登
場
す
る
「
総
左
衛
門
通
政
」
　
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
田
郡
家
の
明
治
三
十
一
年
「
旧
記
」
　
で
は
、
「
四
代
　
惣
左
衛
門
通
政
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
「
五
代
　
庄
兵
衛
通
国
」
　
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
史
料
上
確
認

で
き
な
い
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
　
に
没
し
た
「
六
代
　
中
興
興
三
兵
衛
通
年
」

以
降
に
つ
い
て
は
、
吉
田
町
木
ノ
下
の
墓
、
円
毒
寺
（
浄
土
真
宗
）
と
桂
昌
庵
（
曹

洞
宗
）
　
の
墓
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
近
世
前
期
の
田
部
家

田
部
家
が
現
在
の
吉
田
町
に
町
屋
敷
を
購
入
し
た
こ
と
の
わ
か
る
最
も
古
い
史
料

「
q
・
」

は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
八
月
の
　
「
売
申
町
家
屋
敷
之
事
」
　
で
あ
り
、
八
代
・

五
左
衛
門
の
時
で
あ
る
。
そ
の
後
も
次
々
に
町
屋
敷
を
購
入
し
、
元
禄
五
年
ま
で
に

吾
田
町
の
町
屋
敷
九
軒
を
購
入
す
る
。
後
々
こ
の
屋
敷
に
は
田
郡
家
の
支
配
人
や
番

頭
格
の
従
業
員
が
住
む
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
田
部
家
本
宅
や
土
蔵
群
の
西
側
、
新

町
に
も
田
郡
家
の
貸
家
が
あ
り
、
文
政
十
三
年
の
大
火
の
時
、
田
部
家
は
一
五
軒
の

Ⅶ
闇
洞

貸
家
を
焼
失
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
新
町
の
貸
家
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
手
代

た
ち
が
住
ん
で
い
た
。

さ
て
、
田
部
家
が
具
体
的
に
た
た
ら
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
最

も
古
い
資
料
は
、
吉
田
町
の
木
ノ
下
の
田
郡
家
・
金
屋
子
神
社
に
納
め
ら
れ
て
い
る

棟
札
で
あ
り
、
一
番
古
い
も
の
は
、
「
寛
文
五
年
五
月
吉
日
　
飯
石
郡
吉
田
村
」
　
で
、

「
本
願
　
田
連
五
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
。
五
郎
右
衛
門
は
、
八
代
・
五
左
衛
門
の
兄

弟
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
近
世
期
連
綿
と
し
て
た
た
ら
操
業
を
続
け
て
い
た
田
郡
家

は
ま
だ
兄
弟
親
戚
の
中
で
突
出
し
た
経
済
力
を
誇
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
九

代
・
安
右
衛
門
の
時
、
「
鉄
山
益
々
繁
昌
、
金
銀
如
山
、
米
穀
満
庫
」
と
田
部
家
に

】
邸
内

伝
え
ら
れ
る
「
系
図
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
十
代
・
長
右
衛
門
の
時
、
田
部
家
は

兄
弟
親
戚
の
中
で
も
突
出
し
て
確
固
と
し
た
地
位
を
築
い
た
と
思
わ
れ
、
現
在
木
ノ

下
に
あ
る
金
屋
子
神
社
の
鳥
居
に
は
、
十
代
と
十
一
代
・
祖
右
衛
門
の
銘
が
刻
ま
れ

】
郡
内

て
い
る
。

田
郡
家
「
系
図
」
　
に
よ
る
と
、
六
代
・
与
左
兵
衛
を
「
鉄
山
中
興
」
と
記
し
て
お

り
、
「
元
和
年
中
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）
備
後
高
野
山
か
ら
吉
田
村
に
帰
り
、

鉄
山
を
再
興
し
た
と
い
う
。
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
に
は
、
「
田
部
家
初

の
永
代
炉
（
粟
原
炉
・
正
保
三
～
貞
享
）
」
と
あ
り
、
「
創
業
の
際
、
そ
の
守
護
神
と

し
て
金
屋
子
神
を
勧
進
」
と
記
し
て
あ
る
。
粟
原
は
木
ノ
下
の
近
辺
の
地
名
で
あ
り
、

田
郡
家
の
近
世
前
期
の
墓
は
木
ノ
下
に
あ
る
か
ら
、
う
な
ず
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

昭
和
十
一
年
六
月
作
成
の
　
「
田
部
家
史
年
表
」
　
に
よ
る
と
、
「
吉
田
村
粟
原
炉
打
建
、

貞
享
四
年
迄
四
十
二
年
間
吹
く
」
と
あ
る
。
四
十
二
年
前
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

で
あ
り
、
『
金
屋
子
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
は
こ
れ
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
田
部
家
史
年
表
」
　
の
典
拠
は
「
田
辺
家
譜
」
　
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
所
在
不
明
で
あ

る
。田
部
家
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
　
の
こ
ろ
の
一
紙
文
書
を
見
る
と
、
七
代
・
五

右
衛
門
は
吉
田
村
の
大
次
米
（
お
お
じ
ま
い
）
炉
（
近
世
期
の
掛
合
村
、
中
野
村
に

隣
接
し
、
大
志
度
の
隣
）
を
操
業
し
て
い
た
が
、
五
右
衛
門
が
亡
く
な
っ
て
後
、
三

年
間
は
そ
の
子
五
右
衛
門
（
兄
）
　
と
五
郎
右
衛
門
が
「
寄
合
吹
」
　
（
共
同
操
業
）
す



る
こ
と
で
引
き
継
い
だ
。
こ
の
一
連
の
文
書
の
中
で
、
「
弐
拾
三
年
以
前
午
年
」
　
よ

り
兄
弟
で
三
年
間
「
寄
合
吹
」
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
　
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
父
五
右
衛
門
は
大
次
米
炉
を
操
業
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
粟
原
炉
操
業
時
と
近
い
年
代
で
大
次
米
炉
が
操
業
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
田
部
家
文
書
の
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
　
四
月
十
三
日
「
永
代
売
渡
申
鐘
山
鍛

冶
屋
山
之
事
」
は
、
八
代
・
綿
屋
五
左
衛
門
が
「
鐘
山
鍛
冶
屋
山
」
を
購
入
し
た
時

の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
右
之
鍍
山
鍛
冶
屋
山
之
分
少
も
不
残
、
井
鐘

道
具
か
ち
屋
道
具
共
に
永
代
売
渡
、
則
代
包
丁
銀
壱
貫
九
百
五
拾
目
、
外
に
包
丁
銀

三
貫
目
借
シ
方
付
渡
」
、
「
二
口
銀
合
四
貫
九
百
五
拾
目
」
　
で
購
入
し
て
い
る
。
綿
屋

が
購
入
し
た
の
は
、
鍍
山
（
こ
の
当
時
は
ま
だ
「
鉄
山
」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い

な
い
）
　
と
同
時
に
鐘
道
具
と
鍛
冶
屋
道
具
で
あ
り
、
そ
の
代
銀
が
示
さ
れ
、
当
時
の

炉
経
営
に
つ
い
て
、
関
連
価
額
が
具
体
的
に
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

三
　
近
世
中
期
の
た
た
ら
経
営

「
鉄
山
旧
記
」
に
よ
る
と
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
松
江
藩
で
も
天
秤
吹
き
が

始
ま
り
、
鉄
の
大
量
生
産
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
師
た
ち

は
決
し
て
平
坦
な
道
を
歩
ん
で
は
い
な
い
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
か
ら
天
明
七

年
（
一
七
八
七
）
ま
で
は
、
幕
府
に
よ
り
鉄
座
が
設
置
さ
れ
、
山
元
に
お
け
る
鉄
生

産
者
の
鉄
値
段
が
下
が
っ
て
鉄
師
た
ち
を
苦
し
め
た
。

安
永
十
年
正
月
二
十
一
日
の
史
料
に
よ
る
と
、
松
江
藩
は
鉄
師
頭
取
で
あ
っ
た
田

部
長
右
衛
門
に
対
し
て
「
大
鳥
木
村
四
郎
左
衛
門
差
悶
」
　
に
よ
り
、
「
田
畑
家
家
財

御
取
上
、
炉
・
鍛
冶
屋
之
分
ハ
御
仕
入
之
名
目
」
と
通
達
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
仁

多
郡
大
馬
木
村
の
四
郎
左
衛
門
（
麻
原
家
）
　
は
こ
の
時
経
営
不
振
に
よ
っ
て
借
金
が

か
さ
み
、
「
書
入
」
　
の
形
態
で
、
借
金
返
済
ま
で
藩
に
家
督
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
大
馬
木
村
四
郎
左
衛
門
鉄
師
頭
取
御
免
」
　
に
な
っ
て
い
る
。
麻
原

家
に
か
わ
っ
て
頭
取
に
な
っ
た
の
は
ト
蔵
屋
甚
兵
衛
で
あ
る
。
田
部
長
右
衛
門
は
そ

の
ま
ま
頭
取
で
、
二
人
頭
取
体
制
で
あ
る
。

鉄
座
の
設
置
に
よ
る
鉄
師
た
ち
の
経
営
不
振
は
麻
原
家
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
天

明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
月
二
十
六
日
、
田
部
長
右
衛
門
も
莫
大
な
借
金
を
抱
え
て

し
ま
い
、
養
米
に
対
す
る
藩
へ
の
　
「
上
納
相
滞
候
」
　
こ
と
に
な
り
、
「
田
畑
山
林
家

財
と
も
1
こ
残
ら
ず
目
録
を
差
出
し
、
「
公
物
返
上
相
済
候
迄
」
　
は
目
録
に
書
い
て

（13）

あ
る
家
督
は
す
べ
て
藩
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
　
寛
政
十
年
の
鉄
師
共
借
銀
と
割
鉄
生
産
へ
の
移
行

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
　
の
松
江
藩
「
鉄
方
法
式
」
は
、
鍍
株
を
一
〇
カ
所
、

鍛
冶
屋
を
三
カ
所
半
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
藩
の
鉄
山
政
策
が
銑
生
産
に
重
き
を
置

い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
近
世
前
期
に
割
鉄
よ
り
も
鉄
の
生
産
が
多
か
っ
た

こ
と
は
松
江
藩
の
特
徴
で
あ
る
。
広
島
藩
の
場
合
、
山
県
郡
で
は
近
世
前
期
か
ら
割

鉄
の
み
を
大
坂
に
出
荷
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

寛
政
十
年
、
松
江
藩
の
鉄
師
一
統
七
人
は
大
坂
の
鉄
問
屋
に
莫
大
な
借
銀
を
す
る

が
、
彼
ら
は
そ
の
返
済
銀
を
松
江
藩
に
一
〇
年
賦
、
年
利
八
朱
の
　
「
御
議
定
」
　
で
借

用
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
藩
も
鉄
生
産
に
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
一
例
が
銑
出
荷
か
ら
割
鉄
出
荷
へ
の
推
奨
で
あ
る
。
「
鉄
方
御
用
留
」
　
に
は
、

寛
政
十
一
年
、
文
化
六
年
に
、
藩
が
割
鉄
生
産
を
勧
め
て
い
る
史
料
が
あ
る
。
こ
う

し
て
鉄
師
た
ち
も
し
だ
い
に
割
鉄
出
荷
に
重
き
を
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

は
じ
め
は
鍛
冶
屋
は
三
か
所
半
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
鉄
師
達
は

す
ぐ
に
は
割
鉄
増
の
推
奨
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
松
江
藩
も
増
鍛
冶
屋
を

認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
最
も
早
く
対
応
で
き
た
の
が
田
部
家
で

あ
っ
た
。
田
部
家
の
安
政
五
年
現
在
の
鍛
冶
屋
は
、
書
田
町
御
鍛
冶
屋
半
軒
、
芦
谷

御
鍛
冶
屋
一
軒
（
吉
田
村
）
、
瀧
谷
御
鍛
冶
屋
半
軒
（
松
笠
村
）
、
中
谷
御
鍛
冶
屋
一



軒
（
松
笠
村
）
、
江
月
谷
御
鍛
冶
屋
半
軒
（
朝
原
村
）
、
杉
谷
御
鍛
冶
屋
半
軒
（
曽
木

村
）
、
恩
谷
御
鍛
冶
屋
半
軒
（
広
瀬
藩
）
　
で
あ
る
。
田
部
家
の
割
鉄
生
産
へ
の
即
応

が
幕
末
の
需
要
増
大
に
対
応
で
き
、
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

五
　
幕
末
・
維
新
期
の
田
部
家
た
た
ら
経
営

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
、
田
部
家
の
た
た
ら
経
営
は
苦
境
に
陥
り
、
養
米
の
代

銀
を
期
日
ま
で
に
納
入
で
き
ず
、
家
督
を
す
べ
て
藩
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
処

分
を
受
け
て
い
る
。
実
質
は
、
藩
か
ら
田
部
長
右
衛
門
に
対
し
、
田
部
家
の
た
た
ら

「
支
配
」
を
命
ず
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
田
郡
家
の
家
督
は
す
べ
て
借
銀
に
対
す
る

「
書
入
」
に
な
っ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
降
、
鉄
価
は
急
騰
し
、
田
部
家
は
た
た
ら

経
営
に
お
い
て
大
き
な
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
慶
応
二
年
以
降
、
米
価
が

鉄
価
を
上
ま
わ
る
勢
い
で
上
昇
し
、
賃
金
の
重
要
部
分
を
し
め
る
米
の
高
騰
は
生
産

コ
ス
ト
を
あ
げ
、
慶
応
三
年
に
は
田
郡
家
の
た
た
ら
経
営
も
全
体
的
に
は
つ
い
に
赤

字
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
政
九
年
以
降
明
治
四
年
ま
で
、
菅
谷
鐘
は
一
度
も
赤
字
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
弓
谷
鐘
、
杉
戸
鐘
の
二
か
所
は
、
安
政
三
年
以
降
明

治
四
年
ま
で
を
見
る
と
、
慶
応
三
年
以
外
は
黒
字
で
あ
る
。
八
重
滝
鐘
も
文
久
二
年

と
慶
応
三
年
に
わ
ず
か
の
赤
字
を
出
す
が
、
そ
れ
以
外
黒
字
で
あ
る
。
安
政
六
年
以

降
操
業
し
た
八
代
谷
鐘
（
櫻
井
家
と
共
同
操
業
）
　
や
頓
原
村
の
奥
畑
鐘
な
ど
が
多
く

赤
字
を
出
し
て
い
る
。

六
　
明
治
期
に
お
け
る
田
部
家
の
た
た
ら
鍛
冶
経
営

明
治
六
年
、
田
部
家
の
鐘
五
か
所
の
操
業
回
数
を
み
る
と
、
菅
谷
鐘
が
も
っ
と
も

（14）

多
く
、
つ
い
で
八
重
瀧
鐘
に
な
っ
て
い
る
。
菅
谷
鐘
は
通
年
操
業
を
続
け
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
杉
戸
鐘
や
弓
谷
鐘
は
年
間
二
〇
回
前
後
の
操
業
で
あ
り
、

こ
の
時
期
通
年
操
業
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
年
操
業
で
き
な
い
の

は
、
お
そ
ら
く
砂
鉄
な
い
し
木
炭
の
い
ず
れ
か
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
鐘
の
支
出
の
内
訳
比
率
を
み
る
と
、
だ
い
た
い
労
賃
が
四
五
％
前

後
、
砂
鉄
が
三
〇
％
前
後
、
木
炭
が
二
〇
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
支
出
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
る
。

鐘
五
カ
所
の
明
治
六
～
二
〇
年
収
支
勘
定
を
見
る
と
、
全
体
の
合
計
操
業
回
数
は

十
八
年
以
降
急
滅
し
て
い
る
。
松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
不
況
で
鉄
の
価
格
は
十
四
年
以

降
下
が
っ
て
い
き
、
十
六
年
か
ら
収
支
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
産
量
は

減
少
さ
せ
て
お
ら
ず
、
数
年
後
に
よ
う
や
く
減
少
さ
せ
て
い
る
。
需
要
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
生
産
を
増
減
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
支
出
の
内
訳
を
み
る
と
、
労
賃
の

比
率
が
松
方
デ
フ
レ
期
間
中
は
下
が
っ
て
お
り
、
砂
鉄
代
よ
り
比
率
を
下
げ
て
い
る
。

鉄
の
価
格
が
下
が
る
と
同
時
に
労
賃
を
下
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
の
田
部
家
鍛
冶
屋
八
カ
所
の
経
営
収
支
を
見
る
と
、
鍛
冶
屋
に
お
け
る

支
出
の
七
〇
％
前
後
は
地
鉄
で
占
め
る
。
労
賃
が
一
七
～
二
六
％
で
あ
り
、
小
炭
は

五
～
七
％
で
あ
る
。
鍛
冶
屋
吹
数
は
鍛
冶
屋
に
よ
っ
て
随
分
異
な
っ
て
お
り
、
地
鉄

の
入
手
次
第
で
吹
数
は
違
っ
て
く
る
が
、
鐘
場
か
ら
の
地
鉄
の
入
荷
量
が
安
定
し
て

い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
純
益
を
み
る
と
、
松
笠
村
の
滝
谷
鍛
冶
屋
が
地
鉄

の
購
入
量
も
多
く
、
吹
数
も
多
い
た
め
、
大
き
な
利
益
を
出
し
て
い
る
。
全
般
的
に

み
て
、
鍛
冶
屋
の
利
益
は
た
た
ら
の
利
益
よ
り
も
か
な
り
小
さ
か
っ
た
。

鍛
冶
屋
八
カ
所
の
明
治
六
～
二
十
年
の
合
計
収
支
を
見
る
と
、
地
鉄
は
支
出
の
五

二
～
六
〇
％
、
労
賃
は
三
〇
～
三
七
％
、
小
炭
は
六
～
一
二
％
で
あ
る
。
純
益
を
み

る
と
、
や
は
り
十
四
年
以
降
急
減
し
て
い
る
。
し
か
し
赤
字
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

た
た
ら
場
と
違
っ
て
鍛
冶
屋
は
規
模
が
小
さ
く
、
不
況
に
素
早
く
順
応
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
明
治
十
六
年
以
降
の
田
郡
家
の
た
た
ら
鍛
冶
経
営
に
つ
い
て
、
田
部
家
は
次
の
よ

（15）

う
に
既
述
し
て
い
る
。
多
少
長
く
な
る
が
要
約
し
て
み
た
い
。

4



明
治
十
六
年
度
ま
で
は
鉄
業
も
取
り
続
い
て
い
た
が
、
追
々
不
景
気
に
な
り
、
十
八
年
に
な
る

と
、
そ
れ
が
極
度
に
な
り
、
坂
井
港
の
小
石
次
郎
助
か
ら
鉄
代
の
前
金
数
万
円
を
借
金
す
る
に

至
っ
た
。
到
底
回
復
の
見
込
み
も
立
た
ず
、
廃
業
の
は
か
策
は
な
い
ほ
ど
に
至
っ
た
が
、
幸
い

に
し
て
二
十
一
年
こ
ろ
よ
り
少
し
ず
つ
鉄
が
売
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
石
か
ら
の
借
金
も
す
べ

て
返
済
し
、
休
業
せ
ず
し
て
継
続
し
て
き
た
が
、
洋
鉄
鋼
輸
入
が
増
加
し
て
き
た
た
め
、
和
鉄

鋼
類
は
次
第
に
値
段
が
下
落
し
て
い
き
、
同
時
に
売
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
三
十

年
こ
ろ
よ
り
呉
海
軍
工
廠
よ
り
雲
伯
鉄
業
組
合
に
対
し
、
大
量
の
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
、

爾
来
同
工
廠
を
唯
一
の
得
意
先
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
四
十
年
度
か
ら
ま
た
ま
た

不
景
気
に
陥
り
、
海
軍
工
廠
は
和
鉄
に
つ
い
て
「
燐
分
多
量
ノ
口
実
」
に
よ
っ
て
半
額
も
の
値

引
き
を
要
請
し
て
き
た
た
め
、
こ
れ
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
泣
く
泣
く
「
捨
売
致
候
様

ノ
成
行
」
　
に
な
っ
た
。
従
っ
て
「
到
底
拾
数
ヶ
所
ノ
鐘
鍛
ヲ
営
」
む
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、

「
断
然
縮
少
ノ
方
針
ヲ
立
テ
」
、
四
十
年
度
よ
り
規
模
の
縮
小
を
図
り
、
菅
谷
鐘
、
大
吉
鐘
と
芦

谷
、
杉
谷
の
両
鍛
冶
屋
だ
け
を
維
持
し
、
中
谷
鐘
、
瀧
谷
鍛
冶
屋
、
八
重
瀧
鐘
、
堂
ケ
谷
鐘
、

恩
谷
鍛
冶
屋
、
立
石
鐘
、
和
恵
鍛
冶
屋
の
七
ヶ
所
を
廃
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
杉

戸
鐘
、
町
鍛
冶
屋
も
続
い
て
休
業
し
、
小
規
模
営
業
に
し
た
。

七
　
大
正
時
代
の
た
た
ら
と
製
炭
業

大
正
期
に
な
っ
て
も
た
た
ら
製
鉄
は
苦
難
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同

じ
「
明
治
三
拾
壱
年
　
旧
記
」
　
（
大
正
十
五
年
ま
で
記
述
）
　
は
、
大
正
期
の
田
郡
家

た
た
ら
経
営
と
そ
の
全
面
的
廃
業
ま
で
を
次
の
よ
う
に
既
述
し
て
い
る
。
引
き
続
き

要
約
し
て
み
た
い
。

大
正
四
年
一
月
よ
り
鐘
鍛
共
半
稼
に
減
じ
、
召
抱
え
て
い
た
労
働
者
も
過
半
を
解
雇
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
欧
州
戦
乱
（
第
一
次
大
戦
）
　
の
た
め
、
洋
鉄
鋼
類
の
輸
入
が
で
き
な
く
な
り
、
い
っ

ぽ
う
で
同
盟
国
よ
り
武
器
そ
の
他
多
数
の
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
に
わ
か
に

鉄
鋼
の
需
要
が
増
加
し
、
従
っ
て
諸
工
廠
の
注
文
が
続
々
来
る
よ
う
に
な
り
、
値
段
も
順
次
騰

貴
し
て
い
き
、
大
正
四
年
度
ま
で
の
在
庫
品
約
一
万
二
〇
〇
〇
駄
の
う
ち
、
九
五
〇
〇
駄
は
安

い
値
段
で
は
あ
っ
た
が
五
年
度
に
売
り
尽
く
し
た
。
ま
さ
に
稀
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

大
正
六
年
度
に
は
、
枝
光
製
鉄
所
か
ら
雲
伯
組
合
に
対
し
、
鉄
鋼
、
銑
鉄
を
合
わ
せ
て
二
八
〇

〇
屯
ず
つ
三
年
継
続
の
注
文
を
受
け
た
。
さ
ら
に
東
京
造
兵
廠
と
大
森
製
鋼
所
よ
り
一
五
六
〇

屯
の
注
文
を
受
け
た
。
東
京
造
兵
廠
は
数
十
年
来
の
得
意
先
で
あ
っ
た
の
で
、
一
五
〇
屯
だ
け

を
引
き
受
け
、
大
森
製
鋼
所
の
注
文
は
お
断
り
し
た
。
呉
工
廠
か
ら
も
生
産
年
額
を
聞
い
て
き

た
が
、
生
産
量
の
す
べ
て
が
契
約
済
み
に
な
っ
て
お
り
、
余
分
の
製
品
が
な
い
た
め
断
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
生
産
を
半
分
に
す
る
計
画
を
一
年
延
期
し
て
お
け
ば
、
こ
の
好
機
に
際
し
、

大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
惜
し
ん
だ
。
鉄
穴
は
半
減

し
、
労
働
者
は
半
数
を
解
雇
し
た
今
日
に
あ
り
て
は
致
し
方
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

大
正
六
年
の
立
ち
上
が
り
は
、
三
〇
余
年
問
に
お
い
て
稀
有
の
大
雪
で
、
都
賀
加
の
ご
と
き
は

電
柱
も
雪
に
隠
れ
た
ほ
ど
に
雪
が
積
も
っ
た
。
従
っ
て
鉄
穴
の
不
作
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

も
の
が
あ
っ
た
。
大
吉
鐘
は
幸
い
に
七
～
八
〇
〇
〇
駄
を
所
有
し
て
い
た
が
、
菅
谷
鐘
は
伯
苦

の
浜
粉
鉄
五
〇
〇
〇
駄
を
買
い
入
れ
、
一
時
補
充
す
る
あ
り
さ
ま
で
、
営
業
上
の
困
難
は
想
像

の
限
り
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
正
五
年
以
降
、
欧
州
戦
乱
に
伴
い
、
価
格
は
し
だ
い

に
暴
騰
し
て
い
き
、
鉄
業
者
は
今
日
ま
で
稀
に
み
る
利
益
を
獲
得
し
た
。

大
正
五
～
七
年
の
田
部
家
事
業
構
成
を
み
る
と
、
財
務
部
や
営
業
部
な
ど
の
部
署

が
あ
る
。
財
務
部
は
、
山
方
、
畜
産
方
、
調
度
方
、
お
よ
び
計
算
方
か
ら
な
り
、
営

業
部
は
、
ヶ
所
の
　
「
元
締
」
　
で
、
鉄
製
品
の
販
売
等
損
益
を
と
り
ま
と
め
た
部
署
で

へ
H
．
）

あ
る
。
営
業
部
は
小
作
米
の
販
売
、
鉄
の
販
売
を
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
阪
出

店
は
鉄
の
大
阪
で
の
販
売
を
担
っ
て
い
た
。
八
重
瀧
福
田
の
製
炭
所
は
、
明
治
四
十

年
八
重
瀧
錠
を
閉
鎖
し
て
以
降
、
製
炭
事
業
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
の

時
期
で
は
あ
る
が
、
田
部
家
の
利
益
合
計
を
み
る
と
、
五
年
一
二
万
五
八
五
四
円
の

利
益
で
あ
る
の
に
対
し
、
七
年
に
は
二
三
万
七
一
八
四
円
と
五
年
の
ほ
ぼ
二
倍
の
利

益
を
得
て
い
る
。
田
部
家
も
「
既
往
稀
二
見
ル
利
益
ヲ
獲
得
セ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

大
正
七
年
十
二
月
時
点
で
の
田
郡
家
の
銀
行
諸
預
入
金
三
八
万
八
九
三
七
円
を
銀

行
ご
と
に
み
る
と
、
東
京
第
三
銀
行
や
大
坂
の
銀
行
な
ど
大
都
市
の
銀
行
を
中
心
に



し
て
預
け
て
い
る
が
、
松
江
銀
行
へ
の
預
け
入
れ
も
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
預
金
は
そ

の
後
多
少
は
債
券
や
株
式
へ
移
動
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
好
景
気
は
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
た
た
ら
経
営
の
規

模
を
、
明
治
四
十
年
、
大
正
四
年
と
二
度
に
わ
た
り
縮
小
し
た
直
後
の
需
要
拡
大
で

あ
っ
た
た
め
、
注
文
に
応
じ
き
れ
な
か
っ
た
。
鉄
、
鋼
の
製
造
高
を
み
る
と
、
大
正

五
年
鉄
一
九
八
二
駄
、
鋼
一
六
八
三
駄
、
大
坂
為
登
銑
八
二
四
駄
で
あ
る
が
、
同
七

年
を
み
る
と
、
鉄
一
三
〇
七
駄
、
鋼
一
一
三
一
駄
、
大
坂
為
登
銑
一
三
五
四
駄
で
あ

り
、
大
坂
為
登
銑
の
み
が
製
造
高
を
増
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

販
売
先
は
、
東
京
、
大
坂
、
松
江
、
山
元
に
分
け
ら
れ
る
が
、
呉
海
軍
工
廠
、
福

岡
製
鉄
所
、
東
京
鋼
材
株
式
会
社
、
日
本
高
速
度
鋼
株
式
会
社
、
京
都
川
那
部
相
場

鋳
鋼
所
、
東
京
日
本
特
種
鋼
合
資
会
社
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
正
九
年
以
降
戦
後
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
た
た
ら
製
鉄
業
も
決
定
的
な

打
撃
を
受
け
た
。
「
明
治
三
拾
壱
年
　
旧
記
」
　
の
大
正
十
三
年
二
月
「
製
炭
事
業
開

始
二
就
テ
」
　
の
項
で
は
、
た
た
ら
製
鉄
業
は
鉄
鉱
石
に
よ
る
製
鉄
業
に
取
っ
て
代
ら

れ
る
と
冷
静
に
時
代
の
流
れ
を
見
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
是
迄
幾
度
か
の
浮
沈

二
堰
へ
今
日
迄
継
続
致
釆
候
も
世
の
進
歩
二
伴
ひ
、
製
鉄
術
之
進
歩
著
し
く
、
従
来

行
ひ
釆
候
姑
息
の
方
法
等
ニ
テ
ハ
如
何
と
も
す
る
能
は
す
」
と
い
う
。
さ
ら
に
「
加

之
最
近
治
水
問
題
」
が
日
増
し
に
や
か
ま
し
く
な
り
、
「
之
レ
が
為
め
原
料
た
る
砂

鉄
の
採
取
容
易
な
ら
さ
る
事
二
相
成
、
殊
二
欧
州
戦
乱
の
打
撃
」
、
す
な
わ
ち
軍
縮

の
流
れ
の
中
で
各
国
と
も
軍
艦
を
制
限
し
、
造
船
関
連
の
需
要
も
無
く
な
っ
て
い
っ

た
。
一
方
で
木
炭
な
ど
の
価
格
は
騰
貴
し
、
収
支
償
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、

や
む
を
得
ず
大
正
十
年
度
よ
り
鐘
鍛
冶
屋
の
事
業
を
半
減
し
、
「
補
足
事
業
と
し
て

普
通
木
炭
の
製
造
を
試
ミ
、
世
の
変
遷
を
観
望
せ
L
も
、
鉄
業
界
の
前
途
ハ
倍
二
暗

黒
に
し
て
、
到
底
近
き
将
来
二
曙
光
だ
も
認
む
へ
き
模
様
も
見
得
さ
る
に
拠
り
、
遺

憾
な
か
ら
大
正
拾
弐
年
度
末
」
を
も
っ
て
「
現
在
之
工
場
、
菅
谷
鐘
、
大
吉
鐘
、
杉

谷
鍛
冶
屋
、
芦
谷
鍛
冶
屋
之
四
ヶ
所
ハ
断
然
廃
業
し
て
木
炭
専
業
に
従
事
ス
」
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
右
鉄
業
よ
り
木
炭
に
変
遷
せ
る
状
態
を
記
録
し
て
後
年
の

参
考
に
供
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
「
後
年
の
参
考
に
供
す
」
と
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
、
時
代
の
流
れ
を
見
な
が
ら
事
業
展
開
の
展
望
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
て
、
新
し

い
事
業
へ
の
意
欲
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

注

（
1
）
『
掛
合
町
誌
』
一
二
三
貢
。

（
2
）
　
同
右
。

（
3
）
　
こ
の
文
書
は
現
在
田
郡
家
で
も
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
筆
者
の
質
問
に
対
し
、
井
上
氏
に
直
接
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
田
部
氏

が
多
賀
山
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
出
雲
尼
子
史
料
集
』
、
N
は
9
9
4
に
お
さ
め
て
あ
る
「
多

賀
山
通
読
同
家
系
図
案
」
に
田
辺
四
郎
左
衛
門
尉
・
田
辺
五
郎
兵
衛
な
ど
と
し
て
見
え
、
宗
左

衛
門
も
そ
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
『
掛
合
町
誌
』
一
二
四
頁
。

（
6
）
『
新
修
島
根
県
史
』
史
料
篇
（
古
代
・
中
世
）
　
四
六
六
頁
。
『
掛
合
町
誌
』
一
二
六
貢
で
も
、

田
郡
家
文
書
「
永
禄
六
年
六
月
二
十
八
日
多
賀
山
通
定
宛
行
状
」
を
も
っ
て
こ
れ
に
言
及
し
て

い
る
。

（
7
）
『
掛
合
町
誌
』
一
二
六
－
一
二
七
貢
。

（
8
）
木
村
信
幸
氏
「
備
後
国
多
賀
山
氏
の
基
本
的
性
格
」
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
四
八
号
所
収
）

で
、
岸
田
裕
之
氏
の
講
演
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
9
）
　
田
部
家
文
書
・
前
蔵
2
7

（
1
0
）
田
部
家
文
書
「
文
化
五
年
　
鉄
山
殿
合
一
巻
」
に
綴
じ
ら
れ
た
「
諸
御
用
附
込
」
）
　
に
記
さ

れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
こ
の
「
系
図
」
は
昭
和
十
六
年
一
月
一
日
、
二
十
三
代
朋
之
氏
に
よ
っ
て
浄
書
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
朋
之
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
は
「
田
郡
家
史
編
纂
ノ
業
績
ノ
一
部
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
七
代
・
五
右
衛
門
以
降
は
、
一
紙
文
書
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

／h）



「
田
郡
家
史
編
纂
」
　
に
つ
い
て
は
昭
和
十
五
年
五
月
十
九
日
ま
で
記
さ
れ
た
「
日
誌
」
　
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
詳
し
く
は
本
書
所
収
の
中
山
富
広
氏
八
田
部
家
史
編
纂
と
　
「
鉄
業
営
業
状
態
概

略
」
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
1
2
）
　
こ
の
時
、
「
田
辺
」
を
「
田
部
」
と
改
め
、
屋
号
を
前
綿
屋
と
し
、
兄
弟
の
庄
右
衛
門
が
上

綿
屋
と
号
す
る
よ
う
に
な
る
　
（
上
綿
屋
は
享
保
十
四
年
、
一
代
で
終
わ
る
）
。

（
1
3
）
天
明
四
～
五
年
「
鉄
方
御
用
留
」

（
1
4
）
相
良
英
輔
「
田
部
家
の
由
来
と
た
た
ら
製
鉄
業
の
展
開
」
（
相
良
英
輔
編
著
『
松
江
藩
鉄
師

頭
取
　
田
郡
家
の
研
究
』
平
成
二
十
一
年
三
月
、
島
根
大
学
発
行
）
参
照
。

（
1
5
）
　
田
郡
家
文
書
「
明
治
三
拾
壱
年
　
旧
記
」
（
大
正
十
五
年
ま
で
記
述
）
。

（
1
6
）
中
山
富
広
（
在
来
産
業
た
た
ら
製
鉄
の
衰
退
と
そ
の
歴
史
的
意
義
－
出
雲
・
田
郡
家
「
鉄
業

創
始
以
来
営
業
状
態
概
略
」
を
て
が
か
り
と
し
て
－
）
　
（
勝
部
眞
大
福
『
近
代
東
ア
ジ
ア
社
会
に

お
け
る
外
来
と
在
来
』
二
〇
一
一
年
、
清
文
堂
・
所
収
）
。




